ED2-spells

《Circle 1》

Bone Dance

Threads: 1 

Weaving Difficulty: 7 

Range: 25yards
Duration: 3+Rank rounds

Effect: Willforce+4

Reattunement Difficulty: 15
Casting Difficulty: TSD

　術者はスレッドを編みながら狂ったように踊り、目標を指差して呪文をかける。キャスティングテストに成功すると、目標の骨格に全く異なる生命力が送り込まれ、目標の意思に反して骨を動かす。エフェクトテスト結果が目標のSTRステップ以上であれば、術者が目標の動きを支配できる。そうでない場合は、目標は自分の意志で動く事ができるが、キャスティングランク分ステップのペナルティを受ける。この呪文の目標が必ずしも骨を持っている必要はないが、クラゲにボーンダンスをかけた場合は印象的でない結果となる。

　呪文の続く限り、術者は毎ラウンド精神集中して目標に指示を送る必要がある。動きの支配は、でたらめに移動させる程度である。目標は１ラウンドに1D6ヤードふらふらと歩く事になる。

Chilling Circle

Threads: 2 

Weaving Difficulty: 6 

Range: Touch

Duration: 6+Rank minutes
Effect: step4damage when in circle

Reattunement Difficulty: 15
Casting Difficulty: TSD
　冷気の結界を作り出し、侵入者にダメージを与える。術者はスレッドを編みながらユックリ円を描き、呪文をかける直前まで徐々に速度を上げ、最後に突然立ち止まり結界の中心に膝まずくと、冷気の波が中心から5ヤードに広がる。

　結界に誰かが侵入した時は、それぞれのTSDに対してキャスティングテストを行う。術者が結界内にいない場合は、最も高いTSDに対して1回だけキャスティングテストを行う。テスト成功時、対象は4ステップ(D6)ダメージを受ける。ミスティックは有効。

Command Nightflyer

Threads: 1 

Weaving Difficulty: 5 

Range: 120yards
Duration: 3+Rank minutes
Effect: Willforce+2

Reattunement Difficulty: 13
Casting Difficulty: TSD
　フクロウ、コウモリ、グリルワーム等の夜行性飛行生物と会話し命令を与える。術者は目標クリーチャーの飛び方や泣き声を真似してから、キャスティングテストを行う。テスト成功時、術者は対象生物と会話し命令を与えられる。次にエフェクトテストを行いソシアルディフェンス以上であれば命令は受け入れられる。

　この呪文を使って、クリーチャー生存本能や基本的習性に反した行動をとらせる事はできない。例えば、昼間にコウモリを偵察させる等は不可である。

Detect Undead

Threads: 0 

Weaving Difficulty: NA

Range: 25yards
Duration: 3+Rank minutes 

Effect: Willforce+5

Reattunement Difficulty: 7
Casting Difficulty: TSD
　目標にアンデット発見能力を与える。術者は呪文を編みながら目標に触れて、その眉に土や泥を塗りつける。アンデットを探す時は精神集中が必要だが、常に集中している必要はない。アンデット索敵時のみ集中すればよい。

　キャスティングテストに成功したら、目標は範囲内のアンデットのうち最も高いTSDに対してエフェクトテストを行い、これに成功すると範囲内のアンデットの数がわかる。但し正確な位置までは分らない。被呪文者が術者でない場合は,エフェクトテストはWILLまたはWillforceステップを使用すること。

Dry and Wet

Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 15yards
Duration: 1round 

Effect: Willforce+4

Reattunement Difficulty: 8

Casting Difficulty: TSD
　湿ったものを乾かす、又は湿らす事ができる。術者はまず唾をためて、吐き出すと「ウェット」、飲み込むと「ドライ」の効果をかけることになる。キャスティングテスト成功時にエフェクトテストを行い,効果を及ぼす水分量（ポンド）を決定する。

Experience Death

Threads: 1

Weaving Difficulty: 6

Range: 20yards
Duration: 3+ Rank rounds
Effect: Willforce+5

Reattunement Difficulty: 12
Casting Difficulty: TSD
　死体が最後に経験した内容を術者が体験できるようになる。術者は霊体が存在する世界と接触をとり、死の再現を体験する。キャスティングテスト成功時、目標が生きていた最後の数ラウンドが再現される。術者は対象の視点から全ての体験をすることになり、不幸な事にその際に発生したダメージまでも体験する。

　術者はエフェクトテストを行い、その結果分のダメージは軽減することができる。

Gadfly

Threads: 1 

Weaving Difficulty: 6

Range: Touch

Duration: 4+ Rank Rounds
Effect: -3step penalty to target creature’s actions

Reattunement Difficulty: 14

Casting Difficulty: 4

極小のあざやかなスピリットを召集する。それは、カン高くきしむ声で嘲弄・侮辱を大声で言って、目標の頭の周りにうるさくガヤガヤとざわめく。スピリットが彼を悩ませ続ける限り、標的は全てのアクションに3ステップペナルティを与える。

呪文効果時間中、術者はいつでもGadflyの対象を変える事ができる.

Physical defense 16

Spell defense 10

Social defense –(immune)

Armor 0

Death Rating WT

Death rating以上のダメージを受けた場合、又は、ディスペル、バニッシュされた場合はアストラルプレーンに帰っていく。

Insect Repellent

Threads: 1

Weaving Difficulty: 6

Range: Touch

Duration: 3+Rank minutes
Effect: Willforce+5

Reattunement Difficulty:

Casting Difficulty: 2

　あらゆる大きさの虫を避けることができる。術者は呪文を編みながらブーンと羽音をたてる。呪文完成に近づくにつれ羽音を小さくする。キャスティングテスト成功時、エフェクトテストを行い、それを記録する。虫はこの結果に対してWILLテストを行い失敗すると術者から去っていく。

Putrefy

Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: 25Yards
Duration: 1round 

Effect: putrefy
Reattunement Difficulty: 9

Casting Difficulty: 2

　顔をわずかにしかめながら唾を飲み込み、腐らせたい食料に視線を向けキャスティングテストを行う。食事中のものでなければTSDは2となる。食事中ならばその人物のTSD、複数いるなら最も高い人物のTSDとなる。テスト成功時にその食料は腐り、食事中のものにかけた場合はたった今口にしたものを含めて全てが腐ることになる。この呪文は最大20ポンド（約9kg）の食料に効果がある。

Spirit Dart

Threads: 0
　
Weaving Difficulty: NA

Range: 25Yards
Duration: 1round 

Effect: Willforce+2

Reattunement Difficulty: 7

Casting Difficulty: TSD
術者はアストラルエナジーの小片で攻撃できる（マインドダガー同様）。スペルキャスティングテスト成功時、エフェクトテスト分のダメージを対象に与える。ミスティックアーマーは有効。この呪文はアストラルプレーンにいる対象にも有効である。

Spirit Grip

Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: Touch

Duration: 1round 

Effect: Willforce+6

Reattunement Difficulty: 7

Casting Difficulty: TSD
　死霊エナジーを手に集め相手を傷つける。キャスティングテスト成功時、エフェクトテスト分のダメージを対象に与える。この呪文は神聖な場所や霊体から守られた場所では使用不可（ライフサークルオブワン中でも使用不可）。アーマーは有効。

Undead Struggle

Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: 10Yards
Duration: 3+ Rank rounds
Effect: Willforce+ 4

Reattunement Difficulty: 7

Casting Difficulty: TSD

　アンデットと1対１で魔法戦闘を行う危険な呪文。キャスティングテストに成功すると魔法戦闘が開始される。効果時間が切れるかどちらか一方が破壊されるまで、魔法戦闘に必要のない移動や行動はできない。術者はエフェクトテストを行い、対象のWILLテストを比較する。勝者はノーダメージ、敗者はテスト結果分のダメージを受ける。このダメージはミスティックで軽減可能。

《Circle 2》

Astral Spear

Threads: 1

Weaving Difficulty: 6

Range: 30Yards
Duration: 1round 

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 12

Casting Difficulty: TSD

　アストラルエナジーのファントムスピアーで対象を攻撃する。キャスティングテスト成功時、エフェクトテスト分のダメージを対象に与える。ミスティック有効。アストラルプレーンの対象にも有効。

Bone Circle

Threads: 3

Weaving Difficulty: 6

Range: 5Yards

Duration: 3+ Rank months
Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 9

　儀式呪文。スレッド編成とキャスティングにはテスト1回につき1時間かかる。儀式の為に、低知性動物の骨を用意する必要がある。これを使い直径10ヤードの輪を作り、さまよう霊体を招き寄せる。キャスティングテスト成功時に霊体が召喚される。

　霊体はあまり頭がよくない。輪から離れることはできず、術者以外の侵入者を阻止する。霊体は輪の中なら物理行動可能。霊体のDEX,STRステップ、攻撃、ダメージステップはエフェクトテスト結果と同じである。

　ボーンサークルは、グレイブメッセージやスピリットポータル等の呪文にも利用される。術者は同時に複数のボーンサークルを持つことができる。

「ボーンスピリットデータ」

DEX: *
STR: *
TOU: 8

PER: 4
WIL: 7
CHR: 7

Initiative: 5

physical: 12

Attack 1

spell: 9

Attack test: *
social: 9

Damage: *
armor: 0

WT: 10

mystic: 0

Uncon: none

knockdown: *

Death rating: 44
recovery: 3

Legend points: 60
move: 50/100

*: Effect step of spell

Ethereal Darkness

Threads: 1

Weaving Difficulty: 8

Range: Touch
　　　Duration: willpower+D10 rounds

Effect: Darkness, spell defense 12

Reattunement Difficulty: 16

Casting Difficulty: 2

　別次元から闇を召喚し、渦巻きながら大きくなるように命令する。

Casting Difficultyは2(場所等にかける場合)、又はTSDである。

キャスティングテスト成功時に接触物から半径10ヤードの闇が広がる。不本意ながらこの闇に包まれた対象はTSDに+5ボーナスを得る。

　この闇中で視覚を必要とするアクションは-5ステップペナルティを受ける。この闇は普通の光で照らす事はできず、魔法の光で打ち消す場合もTSD12に対するキャスティングテストを必要とする（ディスペルも同様）。

　全てのネザーマンサーはこの呪文による視覚ペナルティは全くない。

Fog Ghost

Threads: 2

Weaving Difficulty: 6

Range: 25Yards
Duration: 3+ Rank rounds
Effect: Summons fog ghost

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: 8

　周囲の空気から霧を集め、悪霊を一時的に霧中に宿らせる。フォグゴーストのTSD=8を難易度にキャスティングテストを行い、成功すると範囲内の任意の場所にフォグゴーストを召喚する。フォグゴーストは最も近くの対象を攻撃し、存在する限り毎ラウンド手近な対象を攻撃し続ける。フォグゴーストの仮の肉体を破壊すると異界へと帰っていく。フォグゴーストはアンデットや異界存在を攻撃する事はない。

「フォグゴーストデータ」

DEX: 7
STR: 7
TOU: 5

PER: 6
WIL: 7
CHR: 6

Initiative: 6

physical: 16

Attack 1

spell: 8

Attack test: 8
social: 10

Damage: 10
armor: 0

WT: 6

mystic: 5

Uncon: none

knockdown: 6

Death rating: 24
recovery: 1

Legend points: 60
move: 40/80

Life Circle of One

Threads: 2

Weaving Difficulty: 6

Range: Touch

Duration: 3+Rank minutes
Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: 2

　アンデット、ホラー、ホラーコンストラクションが侵入不可のサークルを作り出す。術者は指に唾を吐いてその指で輪を描く。この結界は最大で10ヤードである。キャスティングテスト成功時、前述異界存在に対する抵抗力が発生する。異界存在が結界に触れた場合や侵入を試みた場合、再度TSDに対してキャスティングテストを行い成功すると対象を追い払う。この際エフェクトテスト分のダメージを与える。

　この結界が防ぐ事ができるのは1ラウンドに1体のみであり、複数に囲まれた場合は容易に侵入されてしまう。複数の敵に攻撃を受けた場合は最も高いTSDを有する敵を対象とする。

　結界の中に更に結界をはることもでき、これにより複数の敵(結界数分)の敵の侵入を防ぐ事ができる。

Pocket Guardian

Threads: 3
Weaving Difficulty: 7

Range: self
Duration: 1+Rank day

Effect: Willforce+ summon

Reattunement Difficulty: 13

Casting Difficulty: 7

　小さな守護霊を召喚して術者のポーチやポケット中のアイテムを守らせる。キャスティングテスト成功時、ポケットが-ディアンは任意の場所におさまりそこを守る。ガ－ディアンは通常小さなネズミや大きな毒虫の姿をとり、術者のアイテム出し入れを邪魔することはない。術者以外の者が手を入れると攻撃を加え、大きな音をたてて術者に警告する。

「ポケットガ－ディアンデータ」

DEX: 5
STR: 3
TOU: 3

PER: 11
WIL: 3
CHR: 3

Initiative: 7

physical: 7

Attack 1

spell: 7

Attack test: 6
social: 10

Damage:  4
armor: 3

WT: 7

mystic: 3

Uncon: none

knockdown: 3

Death rating: 20
recovery: 1

Legend points: 60
move: NA/NA

Repel Animal
Threads: 2

Weaving Difficulty: 6

Range: 5Yards

Duration: 1+Rank hours

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 13

Casting Difficulty: 2

　地面に半径5ヤードの円を描き、その中心に手を触れながら呪文をかける。キャスティングテスト成功時、エフェクトテストを行い、その結果を記録しておく。普通の動物であれば、エフェクトテスト結果に対するWILLテストに成功しない限りこの結界内に入る事はできない。

アンデット、ホラー、ホラーコンストラクト、知的生物等は、普通の動物には含まれない。

Shadow’s Whisper

Threads: 1

Weaving Difficulty: 6

Range: 100Yards
Duration: 3+Rank minutes
Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 11

Casting Difficulty: 4

術者はレンジ内に存在する影の近くで話された全ての会話を聞く事ができる。キャスティングテスト成功時、レンジ内の対象のTSDに対してエフェクトテストを行い、これに打ち勝てば盗み聞き可能。対象はPerceptionテストでエフェクト結果に打ち勝てば、聞かれている事を強く感じることができる。

Shield Mist

Threads: 1

Weaving Difficulty: 6

Range: self

Duration: 3+ Rank rounds
Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 13

Casting Difficulty: TSD

　霧の盾を作り出す。この盾は勝手に動いて攻撃をそらそうとする。術者は指先から糸のように霧を発して体を覆うように手を動かしながらキャスティングテストを行い、成功すると「アボイドブロー」タレントのように打撃回避ができる。攻撃を受けた際にエフェクトテストを行い、攻撃テストに打ち勝てばアボイド成功となる。シールドミストは視界や行動の妨げにはならない。

《Circle 3》

Arrow of Night

Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: 1round 

Effect: +8step 

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: 6

ノーマルアローにスレッドを編む。キャスティングテスト成功時、アローのシルエットを暗黒冷気で包み込む。次のラウンドまでに射出しないとこの効果は失われる。アローのダメージステップに+8の修正を与える。これを扱うアーチャーは1点疲労する

Dark Messenger 

Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: Rank hours

Effect: conveys message 

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: TSD

　この呪文は日没後しか使えず、対象生物はコマンドナイトフライヤーの呪文で支配していないといけない。キャスティングテスト成功時、生物にショートメッセージ（15+Rankワード）を託すことができる。術者のコマンドを受けて生物は飛び立ち、的確に受取り人を探し求め、キャスター自身の声(whispery version)を配達する。

もし受取人にメッセージ伝達する前にスペル効果時間が過ぎたり、日の出を迎えてしまった場合は、全てのメッセージが失われる。

Death Trance

Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: 3+Rank hours

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 12

Casting Difficulty: TSD

　この呪文により術者は対象を仮死状態にすることができる。対象は死んではいないが、心迫、呼吸、その他生命活動の兆候を示さない。しかしながら、対象は腐敗せず、他のいかなる死亡派生症状を生じる事はない。呪文効果時間中、対象はサスペンジョン状態にあり、効果時間が切れると覚醒する。術者は被験者のTSDに対してキャスティングテストを行う。テストに成功すると対象は仮死状態に入る。術者はブラッドマジックとして2点ブラッドダメージを受けて、効果を1年と1日に延長してもよい。1,001マイル内にいる限り、ブラッドマジック更新して呪文を維持し続けることが出来る。このスペルはしばしばのろいとして永久化されることがある。

その場合、呪文終了の為の特定のKey知識や必要行動により、対象は覚醒することができる。

Death’s Head
Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: self

Duration: 5+ Rank rounds
Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 9

Casting Difficulty: TSD

　術者の頭を血頭蓋骨に変える。術者は自分の顔を触りながら呪文をかけ、キャスティングテストに成功すると頭部が血付きの頭蓋骨に変化する。術者が顔を向けた対象が恐怖するかエフェクトテストを行う。TSDに打ち勝てば対象は術者の視界外に逃げ出す。この視線（凝視）は呪文によって生じる追加行動に過ぎず、行動を消費しない。行動とは別に毎ラウンドフリーアクションで凝視することができる。この呪文を重ねてかけることはできない。

Fog of Fear
Threads: 2

Weaving Difficulty: 8

Range: 60Yards
Duration: 6+ Rank rounds
Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 2

　魔法により直径10ヤードの霧を呼び出す。この霧は薄暗い鬼火のような光を放ち、若干ひんやりしている。固定後は霧が動く事はない。

キャスティングテスト成功時、エフェクトテストを行い、霧の中の対象のTSDに打ち勝てば、その対象を追い出すことができる。その対象はどんなことがあろうと霧の中に足を踏み入れることはない。

Grave Message
Threads: 4

Weaving Difficulty: 7

Range: 100miles
Duration: Rank days

Effect: send massage to Nethermancer

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: see text

　キャスティングテストに成功するとボーンサークルから墓地にいる別のネザーマンサーに伝言することができる。

キャスティングテストの難易度は距離によって決まる。

　
距離（マイル）
難易度

　
　 ～1
2


 2～ 5
5


 6～10
8


11～25
11


26～50
14


51～100
17

Pack Bags
Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 5Yards

Duration: 1round 

Effect: Willforce-1 

Reattunement Difficulty: 11

Casting Difficulty: 2

　あらかじめ一塊にまとめた荷物を荷作りさせる。キャスティングテスト成功時、「色とりどりの点に見える小さなふわふわした霊」が現れて荷作りを始める。エフェクトテスト結果が霊の筋力になり、運搬能力が全重量よりも小さい場合、「荷作り霊」は荷作りをする事が出来ない。

Pain
Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: 10Yards
Duration: 3+ Rank rounds
Effect: step 4 damage, immobilization

Reattunement Difficulty: 11

Casting Difficulty: TSD

　対象に苦痛を与える。キャスティングテスト成功時、目標は効果時間の間毎ラウンド4ステップのダメージを受け、加えて苦痛により行動不能になる。対象は呪文解除されるか、難易度13のWILLテストに成功するとこの状態を解除できる。ダメージはミスティック有効。

Preserve
Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: Rank days

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 12

Casting Difficulty: 2

　このスペルは非生命体が朽ちて腐敗するのを防ぐ。キャスティングテスト成功時、10’×10’の範囲内のものに影響する。効果範囲内の全てのアイテムは均衡状態に維持され、効果時間の間、腐敗することがない。ネザーマンサーは研究用死体の保管にこの呪文を使用する。俗世的な使用方法としてはアルケミカルな薬草、食料の保存にも用いられる。

Shadow Meld
Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: Rank minutes

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: TSD

この呪文により被験者を影あるいは暗闇と融合させて事実上見えなくすることができる（バーチャルインビシビリティ）。スペルキャスティングテストが成功したら効果テストを行い、この値が影・暗闇融合間のSPOT難易度になる。被験者が光にさらされた場合でも、光の存在が呪文を終らせる事はない。影にステップバックして再度不可視状態になる（バーチャルインビシビリティ）。

Spirit Double
Threads: 1

Weaving Difficulty: 11

Range: Touch

Duration: 10+ Rank rounds
Effect: Creates spirit double of Nethermancer 

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: 10

　霊体を呼び出して術者の分身として行動させる。キャスティングテスト(10)に成功時、（毛むくじゃらながら）術者そっくりの影武者を呼び出す。DEX,STR,TOUは術者と同じ、魔法能力なし、TSD=10、となる。「術者の言葉」による命令に忠実に従い、行動範囲は自然に移動できるところなら何処でも行くことができる。

Summon Bone Ghost 
Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 10Yards
Duration: 4+Rank minutes

Effect: summons bone ghost
Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: 9

　このスペルにより、あらかじめ用意しておいたボーンサークルからボーンスピリットを召喚し、短時間サークル外で活動させることができる。このスペルを使用するためには術者はスペルキャスティングランク×10マイル以内にアクティブボーンサークルを持っている必要がある。キャスティングテスト成功時、ボーンスピリットが召喚され、効果時間中術者に仕える。

ボーンスピリットは 術者から10ヤード以上離れることができない；もしそうすることを強要された場合、呪文はディスペルされ、スピリットはボーンサークルに帰る。

召喚されたボーンスピリットは術者のどんな指令にでも従う：戦闘参加、ハプニング報告等。

ボーンスピリットはボーンサークルから離れる事を良しとしない。それで彼等は1日1回を超える召喚に抵抗する場合がある。

同日に複数回スペルをかけた場合、その前に使用した回数分(×1)の難易度上昇を生じる。スペル効果時間が切れた場合、ボーンスピリットはボーンサークルに戻る。もしボーンスピリットが戦闘破壊された場合、ボーンサークルも破壊される。

《Circle 4》

Animate Skeleton
Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 100Yards
Duration: 8+Rank minutes

Effect: animates skeletons
Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 5

　墓所等の骨が手に入る場所に行き、キャスティングテストを行いスケルトンのTSD（5）に打ち勝つとキャスティングランク体のスケルトンを作ることができる。但し100ヤード以上離れると元の骨に戻る。

「スケルトンデータ」

DEX: 5
STR: 5
TOU: 4

PER: 5
WIL: 7
CHR: 5

Initiative: 4

physical: 6

Attack 1

spell: 5

Attack test: 6
social: 11

Damage: 8
armor: 4

WT: 5

mystic: 4

Uncon: none

knockdown: 5

Death rating: 22
recovery: 1

Legend points: 20
move: 30/60

Astral Flare

Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 25Yards
Duration: 5+ Rank rounds
Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 2

　キャスティングテスト成功時、エフェクトテストを行い、範囲内でアストラルを見ている対象のTSDに打ち勝つと対象を盲目にすることができる。

　対象は以降のラウンド（アストラルフレアー発光の間も）視覚回復を試みることができる。エフェクトテスト結果に対してWILLテストを行い成功すると視力を回復し、再びアストラルを見る事ができる。呪文の効果時間が終ると視力も回復する。

Blood Servitor
Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: self

Duration: Rank hours

Effect: Creates blood servitor
Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 8

自らの血とアストラルスペースエナジー(疲労3点)によりマイナーサービター(小型飛行生物：術者選択)を作り出す。この疲労3点は呪文効果中には回復しない。キャスティングテスト成功時、術者選択の小型飛行生物のブラッドサービターを召喚できる。

Speed　術者Full Movement rate

視聴覚　スペルキャスティングランク×マイル（術者使用可能）

Attack steps　スペルキャスティングStep

Damage steps　スペルキャスティングStep

Defense, Armor　術者と同じ

Death rating　術者負傷値と同じ

デスレート以上のダメージを受けた場合、バニッシュされる

Dark Spy
Threads: 1

Weaving Difficulty: 10

Range: 10Yards
Duration: Rank minutes

Effect: see text 

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

　この呪文は術者がコマンドナイトフライヤースペルでコントロールされた生物(ナイトフライヤー)にしか使用できない。キャスティングテスト成功時、術者キャスティングランクマイル内のナイトフライヤーのセンス(視聴覚)を使うことが出来る。術者がナイトフライヤーセンスを使用している場合は、自身のセンスは使用できない。この呪文の効果時間が切れる前にコマンドナイトフライヤー呪文の効果が切れた場合、この呪文の効果も失われる。

Evil Eye
Threads: 2

Weaving Difficulty: 7

Range: 25Yards
Duration: 10+Rank rounds

Effect: -5 step to all tests

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　術者の目が緑の炎で揺らめく(邪眼)。対象1体をこの邪眼でにらめつけキャスティングテスト成功すると、対象は全てのテストに-5ステップのペナルティを受ける。対象はこの効果を逃れる為に難易度12のWILLテストに成功しなければならない。このWILLテストのみ-5ステップペナルティは加算されない。

Fatal Food
Threads: 3

Weaving Difficulty: 9

Range: 10Yards
Duration: 10+Rank minutes

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　目標食料にスレッドを3本編込み、キャスティングテストを行う。テスト成功時には、この食料は「混合時爆発食料」になる。この爆発は3回生じ、それぞれのダメージはエフェクトテストを3回行い決定する。ミスティック有効。

Friend or Foe

Threads: 2

Weaving Difficulty: 10

Range: 10Yards
Duration: 5+Rank rounds

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

この呪文は術者以外の全てが敵味方の区別が出来なくする。

スレッド編成中に術者は顔を血がでるまでかきむしる。この際ダメージは生じず、キャスト終了と共に治癒する。術者は最も高いTSDに対してキャスティングテストを行う。テスト時には全ての戦闘員が同じ背丈の死体の外観になる。効果テストの値はディスビリーブ難易度となる(これを記録しておく)。この呪文は戦闘中にだけかけることができる。

戦闘中の全てのテストはディスビリーブテストに成功しなければ出来ない(攻撃テスト、ダメージテスト、ノックダウンテストを含める)。

この呪文はランク×5体までの対象に影響する。

Last Chance

Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: 1Yards

Duration: 1round 

Effect: +4 steps to recovery test; see text

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

死亡状態から回復。対象の死から1分以内に使用する。キャスティングテスト成功時、対象は+4ボーナス付きのリカバリーテストを行うことができる。この呪文は1分間の間に複数回かけることができ、リカバリーテストもこの回数行う事ができる。対象のリカバリーテストが残っていない場合は術者のリカバリーテストを付与してもよい。この場合のリカバリーステップにおいても（術者のものではなく）対象固有のステップを用いる。

Nightflyer’s Cloak

Thread: 2

weaving difficulty: 7
Rang: self

duration: rank+10min

  Reattunement: 17
  Casting difficulty: TSD

この呪文でコマンドナイトフライヤーに影響されるいかなる生物の形態をとることが可能になる。衣服と全装備は術者と共に変化し、呪文効果が切れた時に再び正常な形で現れる。生物形態である時に、その生物の標準的能力と、飛行、強化センスを有する。術者は会話やスペルキャスティングはできないが、思考やアイコンタクトのみで実行可能なタレントやアビリティは使用可能である。

術者はナイトフライヤー形態になる為、コマンドナイトフライヤーの影響を受ける。

Spirit Servant
Threads: 3

Weaving Difficulty: 8

Range: Touch

Duration: 3+Rank days

Effect: summons spirit servant

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: 9

　従僕霊を呼び出す。地面に円を描き、その中に「従僕につける名前」を刻む。呪文をかける前に、その円を一晩邪魔されずにキープする。キャスティングテストTSD=9に成功すると従僕は術者に忠実に従う、戦闘は苦手で、普通は荷運び、皿洗い、執事として使われる。見た目は半透明のヒューマノイドで、性別・種族は術者の任意で呼び出せる。60ポンドの運搬能力を持ち、頭が良く、通常は寡黙だが会話も可能である。多くのネザーマンサーは1体の従僕霊を愛用し、何回も同じ霊体を呼び出すことが多い。

Viewpoint
Threads: 1

Weaving Difficulty: 9

Range: Touch

Duration: 6+Rank minutes

Effect: Willforce+ 9

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 2

　壁などの障害物に、一方的に見る事ができる「覗き穴」をつくる。穴の大きさは最大3×3フィートで任意のサイズにできる。壁等の材質には変化を与えない。

　反対側で見られている者はエフェクトテスト結果を難易度とするPERテストを行い、成功すると「覗き穴」を発見することができる。

Visions of Death
Threads: 1

Weaving Difficulty: 9

Range: 100Yards
Duration: 6+Rank rounds

Effect: Immobilizes character   Fear

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　術者は霊体の世界と交渉して、対象に強い恐怖を与えることができる。キャスティングテスト成功時、対象は「自分の死ぬシーン」を細やかに見ることになる。この映像は本人にしか見えず、本人は「自分が死んでいる訳ではない」と頭では分っているものの、恐怖の為「睡眠状態」に陥ってしまう。対象はエフェクトテスト結果に対してWILLテストを行い成功するとこの効果を払いのけられる。

《Circle 5.》

Animate Spirit Object
Threads: 3

Weaving Difficulty: 10

Range: 25Yards
Duration: Rank x 10 minutes 

Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD (9)

　物体に霊体を宿らせる。その霊体はそこそこの知性を持ち、複雑な命令にも従う。霊体は喜んで命令に従うものの、少々イタズラ好きで、その機会をうかがっている。

　形状はもとの物体形態をほぼ保ちながら若干変化し、手足、感覚器官等を有することもある。キャスティングテストに成功すると霊が物体に宿り、エフェクトテスト結果をDEX,STR,TOUのステップに割り振る。この割り振りにはGM権限で提言・修正されることがある。

「器物霊データ」

　DEX: *
STR: *
TOU: *

　PER: 7
WIL: 7
CHR: 6

Initiative: DEX 
physical: 8

Attack 1

spell: 9

Attack test: DEX 
social: 8

Damage: STR +3
armor: 4

WT: 9

mystic: 5

Uncon: 30

knockdown: STR

Death rating: 35
recovery: 1

Legend points: None
move: 30/60

Astral Horror
Threads: 3

Weaving Difficulty: 9

Range: 120Yards
Duration: 1+Rank minutes

Effect: Willforce+ 6 Illusion
Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD (12)

　純粋霊物質のかけらのまわりに「アストラルホラー」の幻覚を作り出す。アストラルホラーは一見すると「霧の亡霊」のようだが、はるかに危険な存在である。この幻影は術者から呪文レンジ距離内にしか存在できず、離れると消える。キャスティングに成功時、エフェクトテストで不信難易度を決定する。幻覚は術者の精神命令に従い、術者は幻覚に命令しながら、別の行動が可能である。

「アストラルホラーデータ」

　DEX: 7
STR: 8
TOU: 10

　PER: 7
WIL: 9
CHR: 6

Initiative: 9

physical: 12

Attack : 2

spell: 12

Attack test: 9 
social: 14

Damage: 11
armor: 0

WT: 11

mystic: 6

Uncon: 32

knockdown: 6

Death rating: 40
recovery: 3

Legend points: 200
move: 60/120

Astral Mount 
Threads: 2 or 4

Weaving Difficulty: 11

Range: 1Yard

Duration: 1+Rank hour

Effect: Summons astral mount

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 8

アストラルマウントの効果はスピリットマウントのタレントと類似しており、術者はアストラルマウントを召喚(conjure)する事ができる。この呪文はスレッド編成ごとに1時間の儀式を必要とする。マウントのサイズはスレッド数によって決定する。

《２スレッド：コモンマウントアストラルバージョン》

riding horses、warhorses、troajin、huttawas、

kues、zoaks、granlains.

《4スレッド》

　　　　Astral thundra beast、Astral griffin

キャスト成功時に一筋のアストラルエネルギーが結合してアストラルマウントになる。アストラルマウントは物質世界の対応生物と全く同じデータを持つが、無荷重時は空気上を歩行/疾走が可能で、地面に潜ることもできる。アストラルマウントは術者が呪文をかける時に選択した者を騎乗することができる。

Astral Whisper
Threads: 2

Weaving Difficulty: 11

Range: self

Duration: 3+Rank minutes

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 6

アストラルウィスパー呪文は、術者がアストラルスペースから発する音（例えばスピリットが発するような音）を聞く事ができるようになる。スペルキャスティングテストに成功時、60ヤード以内のアストラルビーイング（ストラル形態のネームギバーやホラー）のTSDに対してエフェクトテストを行う。このテストに成功するとビーイングの発する全ての音を聞く事ができる。

GMは術者が会話や音を識別する為のPERテストを指示する場合がある。若干のネザーマンサーは「ruins of Parlainth」や 「the badlands」のようなホラーがはびこる地でこのスペルを使用して頭が変になった。

Blind
Threads: 3

Weaving Difficulty: 11

Range: 20Yards
Duration: 5+Rank rounds

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: TSD

　このスペルを使用する為に、術者は対象に向かいぼそぼそ呟きながら自身の目を爪でかきむしる必要がある。キャスティングテスト成功時、効果テストを行い、対象のPERアビリティ値を効果テスト結果分減少させる(最低値は０)。このPER減少は視覚のみに影響し、PERベースのタレント等には影響しない。呪文効果時間中、他のアクション(アタック、スペルキャスティングを含む)は-5ペナルティを受ける。またこの間、対象の目は「ふしあな」となり燃えるような痛みを伴う。

　対象は毎ラウンドWILLテストを行う事ができる。WILLテスト結果が効果テスト以上になれば、この呪文の効果をディスペルし通常視力を取り戻せる。

Circle of Astral Protection
Threads: 3

Weaving Difficulty: 11

Range: Touch

Duration: 1+Rank minutes

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　術者はまず歩いて円を描きキャスティングテストを行い、成功すると半径5ヤードのサークルが現われる。円内は黒、輪郭は黄色に輝く。エフェクトテスト結果が、円内にいるキャラクターのミスティックアーマーとなる。但し、呪文発生時にサークル内にいたキャラクターにしか効果はない。

Incessant Talking
Threads: 3

Weaving Difficulty: 14

Range: 40Yards
Duration: 1+Rank minutes

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: TSD

　このスペルでイタズラ好きなスピリットを召喚し、対象にナンセンスなおしゃべりを始める。術者はナンセンスなおしゃべりをしながらスレッドを編み、対象のTSDに対してキャスティングテストを行う。テスト成功時、対象は呪文効果時間中、無意味な単語をしゃべり続ける。この間、対象はソシアルタレント・スキルを使うことができない。対象は特定のワードやフレースを必要としないスペルならば使用することができる。対象は毎ラウンド、キャスティングテスト結果に対するWILLテストを試みることができ、成功すると効果をディスペルし通常会話能力を回復することができる。

Nethermantic Astral Sense

Threads: 2

Weaving Difficulty: 5

Range: 60Yards
Duration: 10+Rank minutes

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: 6

この呪文によりアストラルサイトタレントなしでアストラルスペースの存在を感知できる。この呪文はアストラルセンスと同様に機能する。ネザーマンサーはスピリットとのインタラクションを容易にする為に(殆ど場合結局は)この呪文を学ぶ。

　アストラル界の存在を感じ取ることができる。この存在とは、人物、クリーチャー、魔法扉、マジックアイテムなどである。通常はアストラル界のTSD(6)に対するキャスティングテストを行うが、場所によってはTSDが上昇している場合がある。キャスティングテスト成功時、術者はアストラル存在を感知できるようになる。術者は効果テストを行い60ヤード内の目標のTSD以上であれば、その目標を発見することができる。効果テストは1ラウンドにつき1回しか行うことができない。また1ラウンドに発見できる目標も1体のみである。複数の対象がいる場合、TSDの低い存在から順番に発見していく。発見された目標は範囲内にいる限り確認されたままになる。

　術者はこの呪文をかけた時、まず1分間で仲間グループ全員を確認しアストラルと仲間が関係ないことを確認する。この作業が出来ていれば、以降発見したものはグループと無関係とわかる。

　術者はテストを行いながら、同ラウンドに別の行動をとることができる。アストラル感知していれば通常目に見えない存在でも呪文の対象にすることができる。

Pass Ward
Threads: 5 (6,7)
Weaving Difficulty: 13

Range: Touch

Duration: Rank weeks (up to)
Effect: Willforce+ 12

Reattunement Difficulty: 21

Casting Difficulty: 2

　特定の場所に結界を作る。キャスティングテスト成功時、この結界は術者を同じキャスティングステップを有するようになり、結界から10’以内に侵入する者のTSDに対して自動的にキャスティングテストを行う。テストに成功すると対象に白い目印を付けて「立ち止まる」ように警告する（あるいは術者の指示した言葉を伝達する）。対象が立ち止まらないようならば、再度キャスティングテストを行い、成功した場合は対象にエフェクトテスト結果分のダメージを与える。この結界は1ラウンドに複数体を攻撃することができ、結界内に侵入した全ての対象が同時に攻撃を受ける事になる。

　この呪文をかけるのは困難であり、術者は7ラウンド以内に全てのスレッドをウェービングする必要がある。スレッドは最低5本必要となる。継続時間はスレッド5本でランク週、6本でランク月、7本でランク年となる。呪文をかけるのに失敗すると術者は5点疲労する。

Sculpt Darkness

Threads: 2

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: 4+Rank minutes

Effect: +4 steps to stealth related tests

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 6

スレッド編成間に、不可視媒体を形づくる/彫刻するように手を動かす。キャスティングテスト成功時、術者は暗闇/影を自由に形作ることができる。一度作り出した暗闇は体積変化することができず、同様に影に付加オブジェクトを付け加えることはできない。

この影は「隠れる」又は「隠されたものの発見」の行為に4stepボーナスを与える。

ゲームのマスターの裁量において、影 / 暗闇関係のキャスティングテストに+4stepする事もできる（シャドウハンター、イセリアルダークネス等）。

Sense Horror
Threads: 2

Weaving Difficulty: 11

Range: 30Yards
Duration: 5+Rank minutes

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 6

　術者はホラー、ホラーコンストラクトを感知することができる。

キャスティングテスト成功時、範囲内の対象のTSDに対するエフェクトテストを行い、成功するとこれら対象を感知することが出来る。

但し、これらの正確な位置や性質は分らない。

この呪文でホラーマークを感知することは出来ないが、ホラー汚染跡の場所を感知する可能性はある。

Shadow Hunter
Threads: 3

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: 1+Rank hours

Effect: Summons shadow hunter

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 10

　この呪文で赤目のヒューマノイドの影を作ることができる。シングルタスク。シャドウハンターはパタンアイテム追跡が可能。

シャドウハンターに対しては全ての武器、魔法で攻撃することができる。光ベースの攻撃ではダメージテストに+4ステップされる。

「シャドウハンターデータ」

　DEX: 8
STR: 7
TOU: 7

　PER: 6
WIL: 7
CHR: 6

Initiative: 8

physical: 14

Attack : 2

spell: 8

Attack test: 10
social: 10

Damage: 12
armor: 0

WT: 8

mystic: 6

Uncon: NA

knockdown: 7

Death rating: 35
recovery: 7

Legend points: 220
move: 60/120

Star Shower
Threads: 1

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: 1round 

Effect: Willforce+ 9 

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　術者から10ヤード×10ヤードにマルチカラースパークの雲を発生させる。範囲内の対象のTSDに対してキャスティングテストを行い、成功するとエフェクトテスト結果分のダメージを与える。フィジカルアーマー有効。

Target Portal
Threads: 4

Weaving Difficulty: 10

Range: 1,000Yards
Duration: Rank minutes

Effect: Willforce+ 7

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　術者はアストラル界に裂け目を作り、対象キャラとの間に通路(門)を開くことができる。術者はこの門から対象に呪文をかけることができる。呪文をかけるには1,000ヤード以内で視線が通っている必要がある。「距離：接触」呪文を除き全ての呪文をかけることが出来る。キャスティング成功時、エフェクトテストを行い記録しておく。この結果に対して対象がWILLテストを行い成功すると、この門を消去することができる。

Tears of the Scourge
Threads: 2

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: Rank rounds

Effect: Willforce+ 4

Reattunement Difficulty: 21

Casting Difficulty: TSD

　術者は塩水(涙や砂糖水で代用可能)を持っている必要がある。この呪文で、スカージで殺害、拘束、精神破壊された大勢の人々のスピリットを呼び出し、その悲惨な状況を語り始めさせる。術者は10×40ヤード内のランク体対象のうち、最も高いTSDに対してキャスティングテストを行い、成功すると10×40ヤード内には、金切り声で泣き叫ぶ死者のスピリットでいっぱいになる。術者はエフェクトテストを行い、各TSDを比較する。エフェクトテストより低いTSDの者は、自制を失い泣き崩れ、効果時間中「実質行動不能」となる。対象はエフェクトテストに対するWILLテストに成功するとこの効果に抵抗する事ができる。対象は1ラウンドに1回WILLテストを行うことができる。この呪文は「恐怖ベース」でも「イリュージョン」でもない。この呪文影響下のネームギバーは自動的に1日間呪文影響を受ける。

Whisper Through the Night
Threads: 1

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: 1+Rank rounds

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: TSD

　この呪文はボーンサークル中で行われ、術者は死の領域から死せるネームギバーを召喚し質問することができる。特定のスピリットを召喚する為に、術者はなんらかの関連を持っていなければならない。それは、死体の一部、パターンアイテム、ネームギバーが生前に重要としていた所有物等である。術者はスピリットのTSDに対してキャスティングテストを行い、成功するとボーンサークル内にスピリットを召喚する。次いでエフェクトテストを行い、スピリットのWILL（又はWILLForce）と比較して成功度を確認する。成功レベル毎に質問1つを聞く事ができ、スピリットは能力の限り正直にそれに答える（反面の真実を話すこともある）。GMはスピリットが正直に真実を話すかを決定する為に、秘かに効果テストを行う。各質問はすくなくとも1ラウンドかかる。もし許された全ての質問をする前に呪文効果時間が切れた場合には、質問の権利を失う。

Wither Limb
Threads: 3

Weaving Difficulty: 8

Range: 60Yards
Duration: 1round

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　対象の手足のうち1本を指差して小声で「wither（しなびろ）」とささやく。キャスティングテスト成功時、エフェクトテストによりダメージを決定する。このダメージはミスティック有効。この時のダメージでウ－ンズを受けた場合、その部位はしなびて使用不可となる。この状態を回復するには「Reverse Withering」の様な強力な治癒魔法で完治させるまで使用不可となる。

《Circle 6》

Blessed Light
Threads: 1

Weaving Difficulty: 8

Range: 15Yards
Duration: 15+Rank minutes

Effect: Willforce+ 4

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 3

　術者はアストラル界に入り込み純粋な光のみを集める。キャスティング(3)成功時、術者の頭上2－3フィートに光球が浮かび上がる。この光球は周囲15ヤードを照らす。エフェクトテスト結果がディスペル難易度となる。異界の存在（含むアンデット）が光の範囲内に侵入を試みる場合は、ディスペルするかWILLテストに成功する必要がある。ディスペルされるかWILLテストに成功された場合、この呪文の効果を打ち消すことになる。

Bone Puppet
Threads: 3

Weaving Difficulty: 8

Range: 25Yards
Duration: 6+Rank rounds

Effect: Willforce+ 4

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: TSD

　ボーンダンスの強化版。キャスティングテスト成功時、対象のSTRステップに対してエフェクトテストを行い成功すると対象の行動を制御できるようになる。例えば術者が左に1ヤードステップすると対象も左1ヤードステップする。この間、対象の全アトリビュートステップは術者のエフェクトステップと同じになる。術者は対象のタレントや魔法能力を使うことはできない。対象はエフェクトテスト結果に対してWILLテストを行い成功すると自由の身となる。

Bone Shatter
Threads: 2

Weaving Difficulty: 12

Range: 60Yards
Duration: 1round

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

術者はスレッドを編みながらポキポキと音を鳴らす。この呪文は最高ランク体の対象に有効である。キャスティングテストは対象のうち最大TSDに対して1回だけ行い、成功時にはランク回数分の効果を与える。但しキャラクター1体に対しては最高3回分の効果までである。それぞれの効果1回ごとにエフェクトテストを1回行い、ダメージ量を算出する。ミスティック有効。この効果によってウーンズを受けた対象は転倒テストに-3ステップのペナルティを受ける。

Bone Walker
Threads: 3

Weaving Difficulty: 12

Range: 1Yard

Duration: 2+Rank days

Effect: Create bone walker

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 6

　要ボーンサークルの儀式魔法である。ボーンウォーカーの為に更に骨が必要となる。1日に1スレッドを編むことができる。キャスティングテスト成功時ヒューマノイドタイプの骨を形成する。術者は100ヤード以内において命令を与えることができる。

術者はブラッドマジック3ダメージにより効果を1年1日に延長することができる。

「ボーンウォーカーデータ」

　DEX: 8
STR: 12
TOU: 10

　PER: 4
WIL: 5
CHR: 3

Initiative: 8

physical: 7

Attack : 2

spell: 10

Attack test: 12
social: 12

Damage: 15
armor: 10

WT: 10

mystic: 5

Uncon: NA

knockdown: 10

Death rating: 50
recovery: 3

Legend points: 400
move: 35/70

Dust to Dust
Threads: 3

Weaving Difficulty: 12

Range: 60Yards
Duration: 1round 

Effect: Willforce+ 11

Reattunement Difficulty: 22

Casting Difficulty: TSD

　アンデット集団を破壊する。ランク体のアンデットの最高TSDに対してキャスティングテストを行い、成功時エフェクトテストによりダメージを決定する。この呪文でデスレート以上のダメージを受けたアンデットは灰（ダスト）になる。

この呪文はスピリット、コラプトネームギバー、ホラーには影響しないが、キャダバーマン(Cadaver man)のようなホラーコンストラクトには影響する。

Foul Vapors
Threads: 1

Weaving Difficulty: 11

Range: 25Yards
Duration: 6+Rank rounds

Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: 2 (see text)

　術者はアストラル界の汚染場所に手を伸ばし、物質界へと不浄な蒸気を引き込む。キャスティングテスト成功時術者の周囲25ヤード空間を不浄な蒸気で満たす。この空間は移動しない。術者はこの効果に対する免疫を持ち、他にランク体の対象に免疫を付与することができる。呪文発生時にこの免疫対象を指定する。この蒸気の中にいる者でTSDがキャスティングテスト結果以下の者はダメージを受ける。術者は毎ラウンドエフェクトテストを行い、その結果分のダメージを与える。非呼吸対象であっても接触のみでダメージを与える。ミスティック有効。この呪文は激しくアストラルを曇らせる。

Friendly Darkness
Threads: 3

Weaving Difficulty: 9

Range: 15Yards
Duration: 1round 

Effect: +4 steps to rank characters

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: 2

　術者は別次元から闇の欠片を引き出して渦巻きながら大きくなるように命令する。

キャスティングテスト成功時、対象(人物または物)から15フィートの空間を闇が満たす。不本意ながらこの闇に包まれた者はスペルディフェンスに+5ボーナスを得る。この闇は視覚を必要とする行動に-5ステップのペナルティを与える。

更に術者と任意ランク体の対象の特定行動に+4ステップボーナスを与える。術者は特定行動を指定する。例えば、攻撃テスト、キャスティングテスト、回復テストなど。

Recovery
Threads: 3

Weaving Difficulty: 9

Range: Touch

Duration: 1 round

Effect: Willforce+ 15

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

　術者は対象の生命力を強力にブーストできる。キャスティングテスト成功時、目標は自分の回復ステップではなく、呪文のエフェクトステップを使って回復テストを行うことができる。この呪文の効果を得る為に対象は回復テスト1つを使用する必要がある。

Soul Armor
Threads: 1

Weaving Difficulty: 7

Range: Touch

Duration: 15+Rank minutes

Effect: +D8 to mystic armor

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　術者は対象に触れてキャスティングテストに成功すると、青輝チェインメイル一式が対象を包み込み、体に溶け込むように消え、目標のミスティックに+1D8のボーナスを与える。

Wall of Darkness
Threads: 2

Weaving Difficulty: 12

Range: 10Yards
Duration: 3+Rank rounds

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: 6

　この呪文により術者は一方からの視界を遮る10×10ヤードの黒壁を召喚することができる。キャスティングテスト成功で黒壁が出現する。この壁はダメージを吸収し、その力はアストラル界にバニッシュすることができる。術者は壁への攻撃に対してエフェクトテストを行い成功すればその攻撃は失敗となる。壁の一方にいるキャラクターは反対側から発せられる攻撃に対してPhysical Defenseに+3のボーナスを得る。壁は物理的構造を持たす、生物の通過に対してなんら害を与えることはない。

《Circle 7》

Astral Beacon
Threads: 3

Weaving Difficulty: 13

Range: 40Yards
Duration: 1 round

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: TSD

この呪文により術者は目標キャラクターまたはクリーチャーの周りのアストラルスペースにエネルギー閃光を引き起こすことができる。この呪文は、目標がちょうどロウマジックを使うのと同様に、ホラーマークの標的になる危険を伴う。スペルキャスティングテストが成功した場合、GMは即座にワイピングテストを行う。このテストのステップ数は第７サークル呪文に対するそれと同じである。ワイピングテスト成功時、GM第７サークル呪文に基づいた目標値に対してホラーマークテストを行う。ホラーマークテストが成功ならば目標キャラにホラーマークがつく。パーセイブ大部分の文明エリアにおいてこの呪文の使用は、即時死刑執行の理由となる。

Astral Maw 
Threads: 2

Weaving Difficulty: 13

Range: 25Yards
Duration: 3+Rank rounds

Effect: Willforce+ 10

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: 8

この呪文で実際にホラーを召喚するという噂がある。そのためパーセイブではネザーマンサーの恐ろしい評判が絶えない。この呪文は実際に触手に囲まれた(トロールをも飲み込む巨大な)牙口を地獄の底から召喚する。スペルキャスティング成功時、この牙口｢あご｣は範囲内の指定された者を攻撃する。｢あご｣は毎ラウンド一回攻撃できる。攻撃ステップは術者のスペルキャスティングStepに等しく、ダメージステップは効果ステップに匹敵する。もし｢あご｣の攻撃テストが並外れた成功を収めるなら(extraordinary success)、トロールサイズ以下の標的は丸飲みされる。以降は毎ラウンド自動ダメージ。あごから逃れる為には術者の意志力ステップを目標にSTRテストを成功しなければならない。標的が殺されると｢あご｣はアストラルスペースに消える。もし呪文持続時間終了時に目標が生きているなら、それらは吐き出され「あご」は消失する。「あご」に対する攻撃は可能であるが、アンコンレートはない。術者は精神集中する必要があり、精神集中がとけると呪文は終了する。

Banquet of Dis
Threads: 3

Weaving Difficulty: 10

Range: 1Yards

Duration: Rank days

Effect: Eliminates hunger and fatigue

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

この 呪文によって、被験者が食物、水、睡眠がない状況において、回復テストを犠牲にしてマジカルエナジーを得る事によって生き伸びる事ができるようになる。術者はTSDに対するスペルキャスティングテストを行い、成功すると効果が現れる。対象は１日の最後に回復テストを１つ失う事により、｢食料と水｣または｢睡眠｣のいずれかが不要になる。「食料と水」「睡眠」の双方がない状況では２つの回復テストを失う。被験者はこれらがないことによるペナルティを受けることなく健全に活動できる。しかしながら回復テストを失う事になるのでその分ダメージ回復量が減る事になる。

Bone Pudding
Threads: 3

Weaving Difficulty: 12

Range: 10Yards
Duration: 1 round 

Effect: Inflicts 6 wounds

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

　この呪文は骨を持つものにしか影響しない。術者はプディングかQuaalzを食べながらスレッドを編む。キャスティングテスト成功時、対象のすね、ひざ、ひじの骨が、術者が食べていたモノの固さに変る。結果として対象に6ウンズ与える(ノーダメージ)。対象は地面にひれ伏す。このウンドが回復されるまで、対象はDEX,STRステップが6減少する。

呪文行使後、対象の骨は2-3時間かけてゆっくりと元の形状・硬度に戻り、その後ウーンズは通常通り回復させることができる。

Constrict Heart
Threads: 0

Weaving Difficulty: NA

Range: 25Yards
Duration: 3+Rank rounds

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: TSD

　術者は対象へと手を伸ばして何かを掴むような仕草をしながらスレッドを編む(スレッド0)。キャスティングテスト成功時、対象の心臓をアストラルフォースによりギリギリと締め付ける。エフェクトテストでダメージを決定する。術者が集中を続けた場合、効果時間内の毎ラウンド、エフェクトテストによるダメージを与えることができる。対象は呪文が途切れるか、難易度15のWILLテストに成功するまで一切行動不能となる。

Damage Shift
Threads: 2

Weaving Difficulty: 13

Range: self; see text
Duration: 3rounds

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

3R内のダメージを任意の対象に移しかえる。術者は自身TSDを低下させることはできない。キャスティングテスト成功時、術者は3ラウンド以内にダメージを任意の対象に移し変えることができる。そうした場合、術者は視線内の対象TSDに対して2ndキャスティングテストを行い、成功すると対象にダメージが移る。ミスティック、フィジカルアーマーは無効。この呪文は同名ホラーパワーのダメージシフトと類似の効果である。

Restrain Entity
Threads: 2

Weaving Difficulty: 11

Range: Touch

Duration: 3+Rank minutes

Effect: Willforce+ 12

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

　アンデット、ホラー、ホラーコンストラクトの1体を移動不能にする。キャスティングテスト成功時、対象の周囲を金模様付き赤輝光円が取り囲む。この円はその場に固定され対象ともども移動することがなくなる。術者が望む場合、対象と会話するができる。

　拘束されている対象はディスペルか、エフェクトテスト結果に対するWILLテストに成功すればこの円から脱出できる。

Reverse Withering
Threads: 3

Weaving Difficulty: 11

Range: Touch

Duration: 3+Rank rounds

Effect: Willforce+ 7

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: 2

　呪文「Wither Limb」によって不具化した手足に触れてアストラル界のエナジーを送り込む。キャスティングテスト成功時、術者は更に難易度13に対するエフェクトテストを行い、成功するとしなびた手足を治療することができる。エフェクトテスト失敗時でも、そのまま集中することで呪文を維持し、持続時間のあいだ毎ラウンド、成功するまでエフェクトテストを行うことができる。

　しなびた手足は直ちに回復するわけではなく、使用する為には-3ステップのペナルティを受ける。ウーンズを全て回復して完全使用(ノーペナルティ)が可能となる。

Spirit Bolt
Threads: 1

Weaving Difficulty: 13

Range: 30Yards
Duration: 1 round 

Effect: Willforce+ 12

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: TSD

　バイオレットエナジーの攻撃ビームを発射する。キャスティングテスト成功時、エフェクトテストでダメージを決定する。この呪文は、ネームギバー、クリーチャー、キャダバーマン等の純粋フィジカルホラーコンストラクトには影響せず、ホラー、スピリットに影響を与える。術者がアストラルセンス等でアストラル界を知覚している場合はアストラル界のスピリットを攻撃する事ができる。

Spirit Portal
Threads: 4

Weaving Difficulty: 14

Range: Touch

Duration: Rank x 10 minutes

Effect: Willforce+ 10

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: 2

　要ボーンサークル。術者はアストラル界に小さな穴を開け、広げていく。キャスティングテスト成功時、アストラル界への通路(門)が完成する。この通路を使って霊体が物質界へ、物質界生物がアストラル界へ行くことができる。

　術者は門が視界内にある限り、門の使用を管理できる。門の使用を防ぐ為にエフェクトテストvs.対象WILLテストを行い、これに打ち勝ては通過を阻止できる。成功度がアベレージなら1点疲労、グッド以上なら疲労なし。

Steal Strength 

Threads: 3

Weaving Difficulty: 13

Range: 1Yard

Duration: 5+Rank minutes

Effect: step 7

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: 2/ TSD; see text

この呪文をキャストする為に術者は難易度2のキャスティングテストを行う。テストに成功すると術者の手はオーラに包まれる。

次に目標から力を盗むために目標の呪文防衛(TSD)に対してスペルキャスティングテストに成功しなくてはならない。どのくらい力を吸い取るかを決める為にエフェクトテストを行う。その結果を目標のSTRアトリビュートから引き、術者に加える。術者はSTRを奪う代わりにダメージ回復することにしてもよい(STR1につきダメージ1回復)。呪文終了時、奪ったSTRポイントは消失する、しかしこの呪文で治されたダメージは回復したままである。

STRポイントの損失は、攻撃ステップやダメージステップに影響する（Step1未満にはならない）。対象生物が特定のSTR設定がないならその生物の平均値を持っているとみなす。例えば、グリフィンはSTR７Stepであるので16-18のSTRであり、その平均値の17を有するものとみなす。

Step Through Shadow

Threads: 3

Weaving Difficulty: 12

Range: self

Duration: 3+Rank rounds

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 24

Casting Difficulty: TSD

この呪文により術者は1つの影から別の影へとアストラルスペースを利用した移動ができるようになる。キャスティングテスト成功時に、影はアストラルプレーンを通るトンネルの「ゲート」となる。術者が影移動間できる最大距離は100yである。術者は通常移動速度でしか移動できず、アストラルプレーン間でホラー、スピリット、種々の魔法効果で攻撃される可能性がある。影門のアストラルスペースは物質世界と同様に実体化している。術者が反対のゲートを通ると呪文は消滅する。もし、何らかの理由で、呪文期限が切れる前に術者が反対側の門を出ないなら術者はアストラルスペースに捕えられたままとなる。

Wit Friend
Threads: 2

Weaving Difficulty: 8

Range: Touch

Duration: 10+Rank minutes

Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　術者は対象の頭を叩きながら霊体を呼び出し、その霊体が対象の心の中に入り込む。対象が精神的なスキル、タレントのテストに失敗すると自動的にWit Friendが発動し、同ラウンドに再度テストを行う事ができる。このテストには呪文の効果ステップを用いる。

　この効果は、《Sell Casting》《Will Force》《Thread Weaving》には効果がない。

《Circle 8》

Control Being
Threads: 3

Weaving Difficulty: 14

Range: 25Yards
Duration: 10+Rank minutes

Effect: Willforce+ 6

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: TSD

　スレッドを編む間、身動きひとつせず目を閉じ、キャスティング時に目を開き両手をさっと広げる。キャスティング成功時、術者は対象の身体動作を支配する事ができるようになる。対象は支配されている間も思考や会話を行う事ができるが、身体動作は全て術者の思うままである。対象の身体を動かす為に術者は集中する必要があるが、集中が途切れても呪文が解除されるわけではない。

　対象はエフェクトテスト結果に対するWILLテストに成功すると呪文を解除することができる。

Globe of Silence
Threads: 3

Weaving Difficulty: 14

Range: 40Yards
Duration: 2+Rank minutes

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 20

Casting Difficulty: 6

　この呪文をかける為に術者は対象ポイントに対してガラス、クリスタル、または他の硬い物品を地面に叩きつけて粉々にする。キャスティング成功時、無音状態の20フィートのサイレンススフィアーを召喚する。このスフィアー内で会話、音を必要とする行動、スピーチが必要なスペルは出来ない。バトルシャウト、エモーションソング等のサウンドベースのタレントはこの呪文の影響を受ける。しかしながらエフェクトテスト結果に対してタレントテストが打ち勝てばこの呪文をディスペルする事ができる。

Horror Call
Threads: 6

Weaving Difficulty: 13

Range: 10Yards
Duration: Rank hours

Effect: Willforce+ 16

Reattunement Difficulty: 22

Casting Difficulty: TSD

　召喚したホラーの名前を知っている必要がある。直径10フィートの円を描き、白と金の色をつける。この呪文自身がブラッドマジックであり、使用する時に1点のパーマネントダメージを受ける。また、スレッド編成に失敗しても1点のパーマネントダメージを受ける。呪文完成前に中止する場合、直ちに25ステップダメージを受ける。

　キャスティングテスト成功時、対象ホラーがサークル内に召喚される。ホラーはエフェクトテスト結果に対するWILLテストに成功するまでサークル内に束縛されている。多くのホラーは莫大な財宝や100,000L.P.以上の伝説点と引き換えに自由を得ようとし、そうした場合、たいていはその通りとなるが、後に財宝を奪いかえそうとするのも普通である。

　この呪文を教えるネザーマンサーは殆どいない。

Nether blade
Threads: 2

Weaving Difficulty: 14

Range: 1Yard

Duration: 6+Rank rounds

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 17

Casting Difficulty: TSD

　この呪文によりメレーウェポンに魔力を付与しアストラル界の対象を攻撃できるようにする。術者はウェポンに触れウェポン又は所有者のTSD(のどちらか高い方)に対してキャスティングテストを行う。キャスティングテスト成功時、「ウェポンダメージSTEP」+「所有者STR-STEP」に対してエフェクトテストを行う。成功時、このウェポンはアストラルプレーンの対象に攻撃することができるようになるが、フィジカルワールドでの使用が不可となる。
Physical Armorはネザーブレードに対して無効、ミスティックアーマーは有効となる。標準ルールに従い、この武器を使用する為にはメレーウェポンタレント・スキルが必要であり、対象を目視する必要がある。つまりこの武器の使用者はアストラルサイト等のアストラルセンス能力が必要である。

Restrain Horror
Threads: 1

Weaving Difficulty: 13

Range: 25Yards
Duration: Rank round

Effect: Willforce+ 16

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　この呪文はRestrain Entityの加速強力バージョンである。この呪文はホラーにのみ有効であり、ホラーコンストラクトには無効である。キャスティングテスト成功時、対象ホラーを拘束する。術者はエフェクトテストを行い記録する。この呪文は短時間しか効果時間がないので術者はバックアッププランを十分に検討しておく必要がある。ホラーは呪文をディスペルするか、Break Free（WILLテストに成功）するまで拘束されたままである。何れの場合もこの呪文のエフェクトテスト結果が難易度となる。

Shadow Tether
Threads: 2

Weaving Difficulty: 16

Range: 50Yards
Duration: 10+Rank minutes

Effect: Willforce+ 7

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　目標とその影が見えている必要がある。ランク体までの対象を選びキャスティングテストを行い、成功時には対象の影が地面に固定され、対象も同様に全く身動きが出来なくなる。対象は呪文のエフェクトテスト結果に対するSTRテストに成功するまで解放されない。

Translator Spirit
Threads: 4

Weaving Difficulty: 11

Range: 10Yards
Duration: Rank x 10 minutes

Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: 2

　震えるような声の通訳霊を召喚する。キャスティングテスト成功時、エフェクトテストを行う。この結果が通訳霊の「通訳」タレントのステップとして扱う。このスピリットは術者の望み通りのいかなる言語をも話す事ができる。

Visit Death
Threads: 4

Weaving Difficulty: 11

Range: 1Yard

Duration: 1+Rank days

Effect: see text 

Reattunement Difficulty: 24

Casting Difficulty: TSD

この呪文により術者は、目標に目標自身の死のビジョンを与える。キャスティングテスト成功時、目標は直ちに彼自身の恐ろく手痛い死を遂げているビジョンを見る。ビジョンの詳細は術者により決められる。呪文成功後、術者は効果テストを行いサクセスレベルテーブル（ p.340 ED2 ）で結果をTSDと比較する。成功度毎に全ての行動に2Stepのペナルティを与える。並なら2Step。良(Good)なら4Stepとなる。.

Wall of Bones
Threads: 4

Weaving Difficulty: 14

Range: 20Yards
Duration: 3+Rank minutes

Effect: Creates a wall of bones

Reattunement Difficulty: 21

Casting Difficulty: 7

　このスペルはオープングラウンドにかけなければならない。術者は地面にラインを引きながらスレッドを編み、キャスティングテストを行う。テスト成功時、ラインに沿って骨壁が発生する。この骨壁は高さ10ヤードで長さと形状は術者が引いたライン通り（最長距離100ヤード）になる。骨壁10’×10’セクション毎にフィジカルアーマー(8)、ダメージレート(術者サークル×5)を有する。

Wither Away
Threads: 5

Weaving Difficulty: 11

Range: 1Yard

Duration: Rank months

Effect: Willforce

Reattunement Difficulty: 21

Casting Difficulty: TSD

この呪文は、対象を徐々にシオレさせて可能な限り死に近づける。呪文行使の際、術者は対象に触れながら死の予言を行う。キャスティングテスト成功時、効果テストを行い,記録する。持続時間の1ヶ月毎に対象は「効果テスト結果×ポンド」分を失い続ける。呪文の終点は、ディスペルするか対象が死ぬまでである。対象の重量が種族平均の1/2以下になると、彼は弱く目がくらむように感じ始めて、すべての行動に苦痛による-3Stepのペナルティが発生する。種族平均の1/4以下になるとダメージが発生する（毎月、効果テスト結果ダメージ）。この後も減量は同様に進行する。この呪文はディスペルするかタレント・スキル等によりリムーブされるまで続く。

《Circle 9》

Create False life
Threads: variable
Weaving Difficulty: 21

Range: 1Yard

Duration: 7+Rank years

Effect: Creates creature

Reattunement Difficulty: 26

Casting Difficulty: TSD

このスペルで術者は魔法的に生命を作り出すことができる。不幸なことに、これには多大な時間と困難を伴い、多大なコストもかかる。False Lifeは特殊な液体の中で作られる。それは術者が作ろうとする特徴を有するクリーチャーの血を必要とする。この特殊な液体（Blood Broth）は1日分で100spのコストがかかる。もし生命形成（Life form）前に材料（Blood Broth）が補充されなければLife formは絶える。

術者はスレッドウェービング1本／1日を試みることができ、このスレッド数により生命のアトリビュート、アビリティが形成される。加えてスレッドウェービング1本／1時間でBlood Brothにミスティックエナジーを与え、ライフフォームのポテンシャルを高める事ができる。この各スレッドにより、アトリビュート+1、ディフェンスレート+1、タレント(術者選択)、のいずれかが可能。タレントUPには、それ以上の能力を有するキャラクターの血を要する。例えばランク5からランク6にタレントUPする為には、同タレントランク6以上のキャラクターの血を要する。

全てのアトリビュート、アビリティがウェービングできたらライフフォームは完成となる。最後に１スレッドを全スレット安定化の為に加えて、ライフフォームはBlood Brothから出される。術者はNewライフフォームのTSDに対してキャスティングテストを行い成功するとライフフォームが形成され術者の任意の外観に変化する。但し、ネームギバー種族にはならない。それはスキルとアビリティを付与されて生まれた非常に複雑なコンストラクトであり、真の生命ではないからである。

Mystic Vessel 
Threads: 3

Weaving Difficulty: 15

Range: 1Yard

Duration: 1+Rank hours

Effect: Willforce+ 10

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: TSD

　この呪文はホラーなどから身を隠す必要があったネザーマンサーが作り出したものである。まず、対象ネームギバーのTSDを目標にキャスティングテストを行う。テスト成功時、術者のミスティックエッセンスを効果時間中「生けた人(Vessel)」に入れておくことが出来る。Vesselは自発的である必要はないが、自発的な場合であれば単純にスペル成功となる。自発的でない場合は、キャスティングテストで良(Good)成功が必要となる。

呪文効果中術者はタレント・アビリティが使えないが、アストラルセンスを通じてアデプト・マジシャンとして発見されることもない。術者は一般ネームギバーに見える。Vesselは僅かなオーラを持ち、術者効果テスト結果に対するアストラルセンステストに成功することによって探知可能となる。術者はVesselにタッチすることによりいつでも効果を終了させ、対象の能力を回復させることができる。Vesselが死ぬかディスペルされた場合、スペルは直ちに終了し、術者は対象の全能力を回復させる。

Shift Skin
Threads: 2

Weaving Difficulty: 17

Range: 1Yard

Duration: Rank rounds

Effect: Willforce+ 4

Reattunement Difficulty: 18

Casting Difficulty: TSD

　術者が対象にタッチすると急速にひねりあがる。キャスティングテスト成功時、対象の皮膚は剥がれ、筋肉と脂肪が分離し、ねじれ、肉体が破壊される。術者は毎ラウンドエフェクトテストにてダメージを決定する。最初のラウンドは更に凶悪で、ダメージに加えて5ウーンドを与える。このスペルはスキンを有するクリーチャーにのみ有効である。
この恐ろしいスプルは同名のホラー能力と酷似している。この能力はホラーから学ぶか、上位ネザーマンサーを通じて学ぶ。このスペルを使う事は、多くの民にとって不法で、スロール大国では犯罪となる。

Silent Darkness
Threads: 3

Weaving Difficulty: 15

Range: 40Yards
Duration: 5+Rank rounds

Effect: Willforce+ 8

Reattunement Difficulty: 22

Casting Difficulty: 6

　　このスペルは《Globe of Silence》《Ethereal Darkness》の効果の複合となる。キャスティングテスト成功時、術者から10ヤード内とサイレンス・ダークネスエリアにする。術者はエフェクトテスト結果を記録する。スフィア内は、見・聞・会話ができず、感覚失調により全ての行動に-8stepのペナルティを与える。術者はこの効果を全く受けず普通に行動できる。スペル、タレントで光や音を作り出した場合（例えばBattle Shout）、このスペルのエフェクトテストに対して(タレント)テストが打ち勝てば、スフィアーをディスペルできる。

Void Wave
Threads: 4

Weaving Difficulty: 15

Range: 100Yards
Duration: 1 round 

Effect: Willforce+ 13

Reattunement Difficulty: 22

Casting Difficulty: TSD

この恐ろしいボイドウェーブの呪文は強力な黒い波を発生させる。波は幅10yでspellcaster から100ｙに展開する殺人的ミストである。

nethermancer は spellcasting テスト結果をすべての(波の道上の)対象のTSDと比較する。もしテスト結果がTSDを超えるなら、その目標は呪文効果テスト結果と等しいダメージを受ける。そうでない場合は対象に僅かな冷気を与えるだけである。

Walking Dead
Threads: 4

Weaving Difficulty: 13

Range: 1Yard

Duration: Rank days

Effect: Willforce

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　術者はこのスペルで新しい死体（クリーチャー・キャラクター）からゾンビを作り出すことができる。ゾンビはCadaver Manと異なり、意識を持たず、Cadaver Manの様に逆上(Frenzy)することもない。術者はTSD又は死亡日数のいずれか高い方に対してキャスティングテストを行う。成功した場合、エフェクトテストを行い、最高アトリビュートを決定する。例えばエフェクトテスト=9の場合は、9以上のアトリビュートは9になり、それ未満のアトリビュートはその値となる。イニシアチブ、PER、WILLの各ステップはオリジナル-3step、移動力1/2、Death Rating+30、Uncon：noneとなる。
　ゾンビは術者に絶対服従である。もしWILL、PERの各stepが3以上の場合、複雑命令にも従事できる。例えば「この部屋に誰か入ってくるまで待て、そしてそれが死ぬまで戦え」等である。

《Circle 10》

Animate Dead
Threads: 3

Weaving Difficulty: 10

Range: 1Yard

Duration: 5+Rank days

Effect: Creates cadaver man

Reattunement Difficulty: 15

Casting Difficulty: TSD

　　このスペルは同名のホラーパワーの変化形である。キャスティングテスト成功時、Cadaver manを作り出し、効果時間術者のコントロール下におくことができる。コントロール距離は500ヤードである。術者が望む場合、ブラッドマジック１ダメージで1年1日まで効果延長することができる。このダメージはCadaver manの状況に関わらず1年1日回復できない。

Astral Slice
Threads: 5

Weaving Difficulty: 13

Range: 80Yards
Duration: 1 round 

Effect: Willforce+ 15

Reattunement Difficulty: 26

Casting Difficulty: TSD

　このスペルで術者はアストラル界の存在を攻撃し、対象の体にインビジブルナイフを使ったかのごとく深手を与えることができる。術者はTSDに対してキャスティングテストを行い、Excellent成功(アーマーディフィーティングヒット)した場合、外界からの対象を攻撃できる。術者はエフェクトテストを行いダメージを決定する（アーマー無効）。これによりノーマルダメージと効果によってはウーンズを与えるが、これに加えて自動的に5ウーンズを与える。キャスティングテストがアーマーディフィーティングヒットにならなかった場合は、一切の効果はない。このスペルは、ホラーのような恐ろしいパワーを使うネザーマンサー、あるいはChantrel’s Horror等によって作られたと信じられている。しかしこの噂は見当違いであり、確信と共に言い伝えられることはない。

Damage Transfer
Threads: 3

Weaving Difficulty: 14

Range: 100Yards
Duration: 1 round 

Effect: Willforce+ 10

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

　このスペルで術者は一つの生きたキャラクターから他の生きたキャラクターにダメージを移すことができる。術者は双方のTSDの高い方に対するキャスティングテストを行い、成功すると白い光がキャラクターを照らしダメージをリムーブし、ダークオーラがもう一方のキャラクターをつつみダメージを与える。術者はエフェクトテストによりリムーブできるダメージ量を決定する。ミスティックアーマーはこのスペルによって与えられるダメージを軽減する。このスペルは実ダメージを移すことができるだけである。術者のエフェクトテストが16だった場合、9ポイントダメージを受けているキャラクターからリムーブできるダメージは9ポイントのみである。

Gateway
Threads: 5

Weaving Difficulty: 12

Range: 5,000miles
Duration: Rank rounds

Effect: Willforce+ 10

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD; see text

　この儀式はアストラルスペースに裂け目（Rift）を開き、ネザーマンサーの作ったボーンサークルと接続するものである。そして、この裂け目（Rift）とボーンサークルの間にゲートウェイを作り出す。ゲートウェイは10’(T)×5’(W)であり、グリーンスパークのピンホールにより形状が示されている。Riftを作るために術者はゆっくりとボーンサークルと同サイズの円を歩き描く。この間、1スレッド／1時間でスレッド編成を行う。この後、術者は自身から10ヤード内の最高TSDに対するキャスティングテストを行う。Riftとボーンサークルを接続する為、術者とボーンサークルの距離を基準にした難易度に対するエフェクトテストを行う。尚、それらの直線上を実際に術者が歩いていけるか否かは関係なく（水界や他の自然障害を考慮する必要はなく）、その距離は全く問題にならない。
Distance
Difficulty Number

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1day walk
8


2-5 day walk
13


1-2weeks walk
16


2-4weeks walk
21


1-2months walk
24


2-3months walk
29


3+months walk
32

Soul Trap
Threads: 6

Weaving Difficulty: 13

Range: 1Yard

Duration: Rank hours

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: TSD

ソウルトラップ呪文は短期間に限りネームギバーの精神を死体に閉じ込めておくことができる。

術者は（生前の）TSDに対してキャスティングテストを行う。テスト成功時、対象は「ラストチャンス」や「ラストチャンスソルブ」を使える状態のままの死体であり続ける。その持続時間は術者のキャスティングランクと等しく、持続時間単位は使用回復手段の単位になる。例えばラストチャンスソルブは「ランク×時間」、ラストチャンス呪文は「ランク×分」の間有効になる。

この呪文は通常の救済手段を超えた回復ができるため強力な呪文と言える。但し術者の「キャスティングランク×時間」以内に死んだ対象にしか有効ではない。

Spirit Tempest
Threads: 4

Weaving Difficulty: 16

Range: 25Yards
Duration: Rank rounds

Effect: Willforce+ 5

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: 10

　このスペルはスペル効果エリアの対象を攻撃するマイナースピリットを召喚する。キャスティングテスト成功度がスピリット召喚数になる。Average：2、Good：4、Excellent：6、Extraordinary：8体となる。スピリットは術者から25ヤード以内の10ヤード×10ヤードエリアを攻撃できる。スペルキャストを行った後のラウンドから、エフェクトエリア内のいかなる対象をも攻撃する。これには術者や術者の同盟者も含まれる。スピリットの攻撃は、対象の肉体を通過し、激しいフィジカルペインを起こす。このダメージステップはスペルエフェクトステップである。Mystic有効。このスピリットは他の能力やカルマを持たない。彼らは他の指示には従わない。このスピリットはタスクドスピリットのようにターン、又はバニッシュされる。こうしてスピリットをディフィートした場合、通常通りL.P.を獲得する。

「テンペストスピリットデータ」

DEX: 8
STR: 7
TOU: 8

PER: 8
WIL: 8
CHR: 7

Initiative: 9

physical: 15

Attack 1

spell: 10

Attack test: 15
social: 10

Damage: NA
armor: 10

WT: 13

mystic: 5

Uncon: none

knockdown: 8

Death rating: 46
recovery: 4

Legend points: 300
move: 120/240

Talent Shredder
Threads: 1

Weaving Difficulty: 17

Range: 100Yards
Duration: 1 round

Effect: Willforce

Reattunement Difficulty: 19

Casting Difficulty: TSD

術者は目標１キャラクターを定める。キャスティングテスト成功時、手から対象に黒螺旋コイルを放つ。次に対象のタレント(術者の任意)のStep数を目標に効果テストを行い成功すると、そのタレントは使用できなくなる。回復テストで4ポイント以上回復させるとタレントの使用が可能となる。

《Circle 11》
Forge False men
Threads: 7

Weaving Difficulty: 20

Range: 1Yard

Duration: Rank years

Effect: Creates false men
Reattunement Difficulty: 29

Casting Difficulty: TSD

　このスペルで術者はFalse menを作り出すことができる。スカージ中にパーレインスのセラ魔道士により作り出されたストロー、ワックス、ストーン、スティールのスタチューをアニメートしたと言われている。このスペルの為に術者は先だってFalse menにする為のスタチューを持ってないければならない。次に必要スレッドを編成する。各スレッド編成には1ヶ月かかる。全ての編成が終ったら、クリーチャーにする予定のFalse menのTSDに対するキャスティングテストを行う。同タイプの複数False menに同時キャストする場合、「SD+1／追加1体」となる。例えば、ストローマン5体では難易度7となる：SD3+4(追加4体。

　キャスティングテスト成功時、False menは動き出し通常のスレッドマジックを経由してコントロールされる。このスペルはRegion of Parlainthで知られる戦闘領域でエンドレスで戦うようなNamed False menを作ることはできない。このスペルが知られている場所はバーセイブのみであり、パーレインスではスカージ以前に消失している。セラの警戒心の強い者により、このスペル知識は守られ残されている。

Unnatural life
Threads: 7 

Weaving Difficulty: 19

Range: 1Yard

Duration: Rank years

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 25

Casting Difficulty: TSD

　この儀式スペルは同名ホラーパワーに似ている。術者は死体にアンナチュラルライフを与えることができる。これは1年1日前までに死んだ死体にしか働かない。スレッド1本／day必要で、術者が死体から100ヤード以内にいる必要がある。最後のスレッドを編成したら死者のTSDに対してキャスティングテストを行う。成功するとスペル効果の間、死体は復活する。このスペル(の効果)は同名のホラーパワー(p316)と同等である。この効果の詳細はホラーパワーのルールを参照の事。

アンナチュラルライフは死体を復活させる。ゾンビやグールのように見かけが悪いわけではないが、死体は著しく腐敗し、腐肉特有なにおいを保有する。恐ろしい外観とにおいは別として、アニメートされたキャラクターは彼が生前と同じ機能を有する。つまりアンナチュラルライフは対象の全てのアトリビュート、タレントを損なわずに復活させる。

　アンナチュラルライフによりアニメートされたキャラクターを破壊するのは困難である。彼らは毎ラウンド、アクションを消費してリカバリーテストを行うことができる。それは1日のリカバリーテストの制限を越えて無制限に使用できる。

　ホラー(術者)はこの能力を使用するたびに1ポイントのダメージを受け、効果終了まで回復しない。ホラー(術者)は対象が100ヤード以内にいればいつでも任意にこの効果を終了させることができる。

《Circle 12》

Alter Life
Threads: variable; see text
Weaving Difficulty: 21

Range: 1Yard

Duration: 7+Rank years

Effect: Alters life form’s pattern

Reattunement Difficulty: 26

Casting Difficulty: TSD

　このスペルはCreate False life（9サークル）の変化形である。このスペルではターゲットのアビリティ上昇、概観の変更ができる。スペル使用の為に術者はキャスティングの間Blood brothに対象を浸漬させる。必要スレッド数は術者が望む対象変更内容により変動する。各アビリティ追加、補強、概観変更の為に、1スレッドを要する。各スレッドは1時間でウェービングできる。更に術者はスペルの為に1スレッド／day編成できる。対象のアビリティ上昇のため、必要とされるアビリティ以上を有するキャラ、クリーチャーの血を要する。

術者が必要な全てのスレッドを編成したなら、これらの安定化の為に更に1スレッドを編成する。術者はTSDに対するキャスティングテストを行う。成功すれば対象はBlood Brothから這い出しスペルマジックによりトゥルーパターンが手直しされる。

　Create False Lifeと異なり、このスペルはコンストラクト(False Life、false men、Cadaver men、Zombie等)、死亡ネームギバーにも使用することができる。死体は術者がスペルをかけ始める時点で死後3日以内でなければならない。このスペルは術者のBlood Broth選択により、Cadaver menのような死者対象でもアニメートすることができる。これらのCadaver menは術者から離れても術者に服従する（距離無制限）。100ヤード以内で術者は直接命令することができる。

Pervert Emotion
Threads: 10

Weaving Difficulty: 23

Range: 1Yard

Duration: 1+Rank days

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 29

Casting Difficulty: TSD

　このスペルは対象の感情を変質させる。バーセイブの定住者を破壊した同名ホラーパワーと類似している。術者はキャスティングテストを行いTSDに対する成功度を確認する。成功ならば対象の思考と感情を捻じ曲げ望む方向に向けさせる。GMは成功度を基準に効果を決定する。例えばAverage成功なら愛情を怒りに、Extraordinary成功なら至福感を憎悪に変えられる。GMは状況に応じてスペルエフェクトを決定する。スペル終了時、対象はスペル影響時の経験を忘れてしまう。同一対象に繰り返してこのスペルを使用すると狂気に陥ってしまうことが知られている。

Shatter Pattern
Threads: 7

Weaving Difficulty: TSD

Range: 1Yard

Duration: see text

Effect: Willforce+ 15

Reattunement Difficulty: 23

Casting Difficulty: TSD

このスペルは対象のパターンを破壊しダメージを与える。それによって対象にダメージを与えるか、対象ディフェンスレーティングかアトリビュートを減少させることができる。術者は対象パターンにスレッドを編成する。そのテストにはExcellent成功を要すが、もしテストがAverage・Good成功だった場合は、対象パターンの破壊は不十分でスペル効果も不十分なものになる。

　術者が全てのスレッドを編成したらTSDに対するキャスティングテストを行う。これに成功したらTSDに対するエフェクトテストを行い成功度を確認する。

Average
Rank days

Good
Rank months

Excellent
Rank Years

Extraordinary
Permanent

更にスレッドウェービングテストがExcellentに届かない成功であった場合、その不十分なスレッド毎に成功度が1レベル減少する（最低はAverage）。

　エフェクトテスト結果point分、対象を弱らせることができる。術者は1point毎に、1ダメージか、対象のFD、SD、SoD、アトリビュートstepの（いずれか）1pointを減少できる。対象はパターンを弱体化されて効果時間中は全記憶喪失、またはそれに近い状態になる。このエフェクトで対象のアトリビュート=0、またはDeath Rating以上のダメージとなった場合、対象は死亡する。

　アストラルから調査した場合、スペル被験者はシャッタードパターンを持っていることが分る。

ディスペルか術者の死亡によってスペルエフェクトは解除される（対象が死亡していない場合）。ディスペルにはキャスト時の成功度と同じ成功レベルが必要である。それに満たない成功度では対象のパターンは回復に至らず、一部のスペル効果のみを取り消す。ディスペルテスト結果分のレストアpointで、スペルにより減少したアトリビュート、アビリティ、レーティングを均等に解除していく。

　パーマネントできなかった場合、効果時間が終るとエフェクトは消える。スペルによるダメージは10point／min、アトリビュートstep、ディフェンスレートは1／minで回復する。

《Circle 13》

Erase Horror Mark
Threads: 6

Weaving Difficulty: 17

Range: 1Yard

Duration: 1 round

Effect: removes horror mark 

Reattunement Difficulty: 22

Casting Difficulty: see text

　この儀式魔法により対象物からホラーマークを取り除くとこができる。呪文をかける為には事前にホラーマークを発見している必要がある。次に対象物のパーソナルパターンアイテム1つを必要とする(グループパターンでは不十分)。そして最後にそのパターンアイテムにスペルスレットを編みこんでいく（1スレッドにつき1時間）。最後のスレッドを編みこんだ直後、ホラーマークを付けたホラーのTSDに対してスペルキャスティングテストを行う。成功した場合、ホラーマークが消失するが、ホラーに警告を与える可能性がある。これが起きるか決定するために、キャスティングテストに対するホラーマークテストを行う。もしテストが成功なら、ホラーはホラーマーク消去を感知して「適切な行動(ＧＭ裁量)」をとる。このスペルはホラーマーク1個に対して1回のみ使用可能である。

Eternal Youth
Threads: 6

Weaving Difficulty: 17

Range: self

Duration: Rank years

Effect: stops aging 

Reattunement Difficulty: 31

Casting Difficulty: 12

この強力なスペルによって術者は老化現象から逃れることができる。このスペルは儀式呪文であり、スレッド1本に付き1時間と1パーマネントダメージを要する。スレッドウェービング後にキャスティングテストを行い、成功するとスペル持続時間中の老化が停止する。この呪文は生命延長の為に、効果時間が切れる前にリキャストすることもできる。

スペルキャスティングにおけるダメージを移す為に、しばしばデスマジックが使用される。そうしないと術者は徐々に弱体化していくことになる。

スペルキャスト失敗時、以前からのEternal Youthスペル効果も消失する。これが意味するところは、スペルによる延期年を即座に受け入れるということである。術者がこれにより年齢効果が寿命を超えた場合、灰と化す。
《Circle 14》

Call Forth the Army of Decay
Threads: 8

Weaving Difficulty: 21

Range: 5 miles radius
Duration: Rank days

Effect: Summons cadaver men

Reattunement Difficulty: 29

Casting Difficulty: 10

　この呪文はボーンサークル中で効果を発揮する。スレッドを編込む時に生贄の血を地面にまく。各スレッドの編込みは1時間かかる。生贄は通常、動物が使われるが、エビルネザーマンサーはしばしばデスマジックとして、ネームギバーを生贄にすることがある。

スレッドウェービング後、スペルキャスティングを行い成功した場合、術者から5マイル以内の死体は術者指揮下の元、Cadaver Menとして蘇る。大きい墓地、地下埋葬所あるいは戦場のような、多くの死体が存在するエリアで使用された場合、この呪文は驚異的な効果を発揮する。Cadaver Menは効果時間中術者に従い、それが終ると死の領域に帰っていく。術者が望むなら、このアンデッド軍を維持する為に（指揮下のCadaver Menに対して）リキャストすることもできる。

《Circle 15》

Nether Mark
Threads: 1

Weaving Difficulty: 16

Range: 100Yards
Duration: One year and one day

Effect: see text

Reattunement Difficulty: 24

Casting Difficulty: TSD

　ネザーマークの呪文はホラーマークに酷似しており、術者のスペルやアビリティをマークした対象に用いる事ができる。対象に行う全てのテストは自動的に成功する（全てのアーマー、ディフェンスをバイパスする）。その際の成功度は全てエキストラオーディナリーとして扱う。対象が1,001マイル以内にいる限り全てのスペル、タレント、パワーを使用できる。ネザーマーク発見難易度は、「対象生物・物品のTSD」+「術者willforceステップ」であり、この際にアストラルサイト系の能力を必要とする。ネザーマークはイレースホラーマークの呪文で消去できる可能性がある。ネザーマンサーはこの呪文をホラーやホラーの手先に使うことを「大いなる喜び」とする。

もしネザーマンサーが「ホラーマークされたモノ」や「ホラーコンストラクト」のコントローラーとのコネクションを通じて「ホラー本体」にネザーマークスペルを試みても良い。ホラーは手下やアイテムのネザーマークを発見できる。ネザーマンサーのTSDに対してPERテストを行い、excellent successするとネザーマークを発見できる。この(手先等と通じた)メーキングは、ホラーとの距離に関係なく行うことができる。そして手先等が1,001マイル内にいる限り、ホラーとの距離に関係なく、術者は対象ホラーを攻撃する事ができる。ホラーがネザーマークを発見した場合、攻撃される危険を看過するよりむしろ、ホラーは普通、(自分の)手下等を破壊しようとする。

Named spell

《CASTINTG PERMANENT NAMED SPELLS》

呪文効果を永久化にするために、最初にスペルキャスターは呪文に名前を与える。呪文の名前は通常、その状況(つまりキャスターが呪文を永久にすることを望む状況)に関連づけられるものとなる。もし呪文が対人目標ならば、名前はその人物(キャスターあるいは目標)とキャスティングの状況を示す。例えば、enitharmon(イリュージョニスト)が対抗者に eyes-have-it 呪文を永久化しようとして、 呪文名を “entharmon の盲目ののろい”と命名。永久呪文の名前はユニークである必要があり、spellcaster は一度ならず同じ名前を使うことができない。

Named spellをかける為に、術者は標準的な(1st)キャスティングテストを行う。テスト成功時、術者は同難易度に対して2ndキャスティングテストを行い、呪文サークルと等しい疲労ポイントを受ける。このダメージは一度に生じ、ダメージが spellcaster のウーンドスレッショルド(WT)を超えるなら、ウーンドが生じる。疲労ダメージが術者を殺さない限り、たとえ疲労により術者が意識不明になるとしても、 spellcasting の試みは成功する可能性がある。2ndキャスティングテストが失敗時は、呪文はキャストされるが永久化はできない。2ndキャスティングテストGood成功以上の場合、呪文サークル×１００伝説ポイントを消費することによって、術者は呪文を永久化することができる。もし術者が呪文にトゥルーパターンを形成するめに必要な伝説ポイントを持っていないなら、呪文を永久化することができない。最後に術者は１ポイントの永久ダメージを受ける。

永久化呪文の試みの前に、術者はその意図を宣言しなくてはならない。そして spellcasting テスト、エフェクトテストの結果を全て受け入れなくてはならない。術者は1stキャスティングテストの後に呪文を永久にしないことにしてもよい。この場合でも、疲労ダメージを受けるが、伝説ポイントを消費する必要はない。

術者が呪文を永久化した途端に、呪文は spellcaster の制御外になり独立したアストラル存在となる。こうなるとNamed spellを作った術者さえ思うままに効果を中止することができない。それを中止させるためにはNamed spellを破壊しなくてはならない。

ある特定のスペル（Monstrous MantleやShield Mistなど）は永久化された場合は不都合が生じると判断される場合、尚且つキャラクターがそれを欲する場合は、GMは各種制限を設けることが好ましい。
永久化呪文はディスペルできない。しかしながら、アストラル戦闘で攻撃され破壊される可能性はある。アストラルスペースで永久化呪文を襲うことは、バリヤーや構造物を攻撃するのと同様である。

永久化呪文のアーマー＆ディフェンスレーティングはディスペリングディフィカリティと等しい。そしてそのダメージレーティングは術者サークル×５である。永久化呪文を攻撃することは危険がないわけではない。永久化呪文を攻撃した者は、キャストロウマジック同様のワイピングとダメージを受ける。named spellのサークルを歪(ワイピング)とダメージの算出に用いる。永久化呪文攻撃によるホラーマーク付与の危険はないが、永久化呪文を破壊するために必要な魔法はしばしばホラーを引き付けることもある。
